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XML 調査報告 （小売業; Wal-Martに焦点をあてて）

概要

昨今話題になっているＥＣ（Electric Commerce) と聞いてまず思い浮かべるのは、Amazon.com のような消費者向けのWebサイトである。1995年から始まったこのビジネスは、消費者がネット（インターネット）上で買い物をするという新たなマーケットを想像したといっても過言ではない。

しかしこのネットを利用したさらなる利点は、企業と消費者の間（Business to Consumer; B2C) ではなく、企業間（Business to Business; B2B) にあると認知されつつある。なぜならB2Cでは、消費者がインターネットブラウザーを利用して能動的に操作をするという前提にビジネスがなりたっているが、B2Bの世界の究極は、人の手を介さずプログラムが自動的に操作をするところ大きなメリットがある。このメリットは、自動化による人件費削減と、多数のサプライヤー（メーカー、ベンダー）からベストな選択肢を短時間で抽出できる機能性、この2点がある。

このようなコンセプトは、実は目新しいものではなくVANや独自のSupply Chainなどである程度実現できている。しかしこのシステムを導入するのに使用されているEDI（Electrical Data Interchange)は、技術的に高度で、使いこなすにはそれなりの基盤（人材、費用）が必要とされる。

そこでXML（Extensible Markup Language）の利用価値がでてくる。HTML（Ｗｅｂサイト記述言語；記述が安易だが、原則的にフリーフォーマットのため人間が介さないと理解できない）の使いやすさと、EDIのコンセプト（Machine間通信を前提）を両方を満たしたのがXMLである。

ECの台頭、ネット利用ユーザーの増加により、もっと激しく変化しようとしているのが小売業である。今回XMLの利用事例を調べるにあたり、小売業、特にWal-Mart に焦点を当ててみた。Wal-Mart のビジネスは、P＆G等のベンダーに直接棚の状態を管理させることにより、双方とも利益をえることを可能としたり、K－Martとは違い早い時期からInformation Technologyへの投資、Logisticの改善に着目してきた。結果、アメリカ小売り業を支配していたK-Martを上回る事ができた。また、1999年からE－storeをホームページに作成し、年中無休24時間、消費者に商品を提供するなどAmazonタイプのビジネスも開始した。

Wal-Martがネット上で、再度米国小売業をリードできるか、それを実現するにはどのような課題があるかに注目してみた。既存のシステム（EDIベース）、未知数の技術へ挑戦するリスク、新たなタイプの競合他社（Amazonタイプ）等がポイントと思われる。

オンライン重視の商法、店舗主体のビジネス、どちらもサプライヤーとの有効なコミュニケーション（B2B重視）が、今後のビジネスの焦点になるであろう。その中でキーテクノノロジーとなりえるのが、XMLである。

